
祝祭日、国旗いっぱい東郷町

文 化 講 演 会

「藤原弘達の日本診断」

昭和55年2月号第345号

　東郷町文化講演会も5回目を向

え、講師に政治評論家の藤原iμ達

氏をお迎えし、『藤原弘達の日本

診断」と題して1月16日に町中央

公民館に於て催されました、

　当日はテレビでもおなじみの藤

原弘達氏の講演とあって、日向、

南郷、西郷、北郷からも聴講にか

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

けつけ、用意した5eo席もほぼ満

席となりました。

　例の毒舌（？）による笑いのうず

の中にも、厳しい診断を下してい

ました。

　年に一度の文化講演会ですので

見聞を広める機会でもあり、多く

の方の聴講を望みたいものです．

冷ゆればすぐに風邪をひく

あはれにもたしかなるわが皮膚かな

　　　　　　　　　　　　　　　牧　水



②町報とうこう

交
通
災
害
に
見
舞
金

55

N
度
よ
り
実
施

　
交
通
災
害
共
済
事
業
は
昭
和
四
十
一
年
に
埼
玉
県
川
口
市
で
初
め
て
実
施
さ

れ
、
今
で
は
全
国
の
七
五
％
の
地
方
公
共
団
体
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全

対
策
の
一
環
と
し
て
、
事
故
後
の
被
災
者
の
窮
状
を
救
い
経
済
的
損
失
を
多
少

と
も
く
い
と
め
る
た
め
の
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
宮
崎
県
で
は
、
ま
だ
そ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
お
り
、
特
に

町
村
で
の
実
施
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
町
村
で
一
部
事
務
組
合
を
設
置
し

て
交
通
災
害
共
済
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
交
通
災
害
共
済
事
業

の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し

▽
会
員
の
資
格

　
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

　
を
し
て
お
れ
ば
年
令
に
関
係
な
く
加

　
入
で
き
ま
す
。
ま
た
就
業
の
た
め
一

　
時
的
に
転
出
し
て
い
る
場
合
も
加
入

　
で
き
ま
す
。

▽
共
済
掛
金

　
一
人
に
つ
き
五
C
O
円
（
年
掛
）

▽
共
済
期
間

　
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
3
1
日
ま
で

▽
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
交
通
事
故

　
1
、
自
動
車
・
航
空
機
・
船
舶
・
原

　
　
動
機
付
自
転
車
●
軽
車
輌
●
汽
車

　
　
気
動
車
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
衝
突

　
　
し
た
り
、
転
落
・
転
覆
し
た
事
故

　
　
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
乗
物
に
は
ね

　
　
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
場
合

　
2
、
一
こ
口
動
車
道
・
国
道
・
県
道

　
　
町
道
な
ど
一
般
の
人
や
車
な
ど
が

　
　
自
由
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
場
所
で
の
交
通
事
故

▽
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
な
い
交
通
事
故

　
1
、
天
災
な
ど
が
原
因
で
起
き
た
交

　
　
通
事
故

　
2
、
自
殺
行
為
（
故
意
を
含
む
）
に

　
　
よ
る
交
通
事
故
（
本
人
）

　
3
、
無
免
許
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

　
　
（
本
人
）

　
4
、
著
し
く
速
度
制
限
に
違
反
し
た

　
　
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

　
5
、
酒
酔
い
運
転
等
に
よ
る
交
通
事

　
　
故
（
本
人
）

　
6
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
耕
運
機
・
ブ
ル

　
　
ト
ー
ザ
ー
な
ど
作
業
用
特
殊
自
動

　
　
車
で
作
業
中
に
起
き
た
事
故

　
7
、
庭
先
。
湖
畔
・
工
場
内
・
作
業

　
　
場
・
遊
園
地
内
の
遊
戯
施
設
な
ど

　
　
で
起
き
た
事
故

　
8
、
二
〇
イ
ン
チ
未
満
の
自
転
車
等

　
　
（
子
供
三
輪
車
の
自
証
）
に
よ
る

　
　
事
故

　
9
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
に
乗
車
中
で

　
　
自
分
．
の
過
失
ま
た
は
他
の
乗
客
の

　
　
行
為
に
よ
’
・
て
起
き
た
事
故

　
1
0
、
虚
偽
の
請
求

▽
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
↓
部
を
支
給

　
制
限
き
れ
る
交
通
事
故

　
1
、
無
免
許
運
転
・
酒
気
帯
州
、
）
運
転

　
　
を
知
り
な
が
ら
同
乗
し
、
交
通
事

　
　
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
と
玉
・
・

　
2
、
信
号
を
無
視
し
て
交
通
事
故
に

　
　
よ
る
災
害
を
受
け
た
と
｝
、
1

　
3
、
通
行
禁
止
制
度
違
反
を
し
て
交

　
　
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
と

　
き

　
4
、
踏
切
不
停
止
、
し
や
断
踏
切
に

　
　
立
入
り
し
て
交
通
事
故
に
よ
る
災

　
　
害
を
受
け
た
と
き

　
5
、
追
越
し
不
適
当
に
よ
る
交
通
事

　
　
故
で
災
害
を
受
け
た
と
き

　
6
、
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
で

　
　
災
害
を
受
け
た
と
き

　
7
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
る

　
　
行
為
を
し
た
と
き

　
8
、
正
当
な
理
由
な
く
傷
害
の
治
療

　
　
に
関
す
る
医
師
の
指
示
に
従
わ
な

　
　
か
っ
た
と
き

　
9
、
組
口
書
が
災
害
見
舞
金
の
支
払

　
　
い
を
著
し
く
不
適
当
と
認
め
た
と

　
　
き

▽
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
限

　
1
、
災
害
見
舞
金
は
事
故
が
発
生
し

　
　
み
1
1
日
か
ら
一
年
以
内
で
す
．
．
　
（
治

　
　
療
中
で
あ
っ
て
も
役
場
に
請
求
し

　
　
て
下
き
い
）

　
2
、
災
害
見
舞
金
）
支
払
い
を
受
け

　
　
ら
れ
お
1
1
方
が
、
そ
の
後
当
該
事
故

　
　
に
よ
る
災
害
の
程
度
が
上
位
の
等

　
　
級
に
移
行
し
そ
の
差
額
を
請
求
す

る
場
合
は
、
災
害
見
舞
金
の
請
求

の
日
か
ら
↓
年
以
内
で
あ
れ
ば
有

効
げ
，
・
す
。

手
続
き
・
請
求
の
方
法

∵
加
入
申
込
み
の
方
法

　
1
、
加
入
申
込
み
は
↓
人
一
口
に
限

　
　
り
ま
す
。
、

　
2
、
各
世
帯
毎
に
配
布
さ
れ
た
加
入

　
　
申
込
書
に
加
入
者
名
を
連
記
し
て

　
　
一
人
当
り
写
x
、
）
円
の
掛
金
を
添

　
　
え
て
役
場
又
は
世
話
人
き
ん
に
提

　
　
出
し
て
下
き
い
。

　
3
、
加
入
申
込
用
紙
は
、
三
枚
一
組

　
　
囲
．
・
復
写
で
す
か
ら
離
さ
ず
ボ
ー
ル

　
　
ペ
ン
げ
．
・
は
’
・
き
り
記
入
し
て
下
ふ
・
・

　
　
い
，

　
4
、
加
入
申
込
み
は
二
月
一
日
か
ら

　
　
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
，

　
5
、
途
中
で
新
た
に
住
民
と
な
ら
れ

　
　
た
方
等
は
、
途
中
’
、
・
も
加
入
で
｝
、
、

　
　
ま
す
の
で
役
場
に
申
込
み
く
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

別表（災害見舞金等級表）

見舞金額度
一

程レ．）害災

死 亡 100万円

膿騨輔車纏騨8・万円

級
　
　
1

等

2

18万ド3

∵
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
1
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
本
人

　
　
ま
た
は
加
入
申
込
者
が
次
の
書
類

　
　
を
添
え
て
役
場
へ
請
求
書
を
提
出

　
　
し
て
下
き
い
．

　
　
㈲
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所

　
　
長
の
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明

　
　
書

　
　
◎
医
師
の
診
断
書
（
死
亡
の
場
合

　
　
は
死
亡
診
断
書
ま
た
は
死
検
案

　
　
書
）

　
　
バ
治
療
日
数
調

　
　
⇔
事
故
発
生
状
況
報
告
書
又
は
申

　
　
　
立
書

　
　
姻
死
亡
の
場
合
は
戸
籍
の
謄
本

　
2
、
請
求
書
、
そ
の
他
関
係
用
紙
は

　
　
役
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
交
通
事

　
　
故
に
あ
っ
た
ら
先
ず
役
場
に
行
の
・

　
　
て
お
話
し
下
き
い
。

▽
見
舞
金
額

　
　
別
表
（
災
害
見
舞
金
等
級
表
）
の

　
　
と
お
り
。

別
一
一
．
朋
　
酬
列

13

@
　
8
　
　
3
　
　
2
　
　
1

4

医師の治療実日数180日以上
150日末満の傷害を受けた場合

医師の治療実日数30日以上80

日末満の傷害を受けた場合

医師の治療実日数7日以上30
日末満の傷害を受けた場合

医師の治療実日数7日以上て
事故証明のない場合

5

6

7

8

町報とうこう（3）

林
業
従
事
者
チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業

特
別
教
育
の
受
講
に
つ
い
て

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
、
伐
採
や

造
林
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
に
関
す
る
安

全
衛
生
．
知
識
、
技
術
修
得
、
作
業
水
準

の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
労
働
安
全

衛
生
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
特
別

の
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
特
別
教
育
は
、
林
野
庁
の
補
助

事
業
と
し
て
毎
年
実
施
き
れ
て
い
ま
す

が
五
十
五
年
席
以
降
は
補
助
打
切
り
と

な
り
ま
す
。
と
く
に
事
業
主
に
と
っ
て

は
経
費
負
担
も
多
く
な
り
ま
す
．
し
、
ま

た
、
監
督
官
庁
に
よ
る
取
締
り
の
強
化

が
予
測
き
れ
ま
す
，

11

…
　
桜
が
咲

…
山
火
事
暮
と
》
・
・
。
に
：
．
．
春
は

一
林
野
火
災
の
発
生
し
や
す
い
シ
、
奏

朋
ン
で
す
。

…．

ﾑ
野
火
災
の
危
険
理
、
桜
前
線

一
と
と
も
に
移
動
し
、
九
州
か
ら
関
東

朋
地
方
に
か
け
て
は
三
月
、
中
部
山
岳

…
碧
・
四
月
、
二
二
は
五
月
ご
・

一
に
な
り
ま
す
。

朋
　
林
野
火
災
が
春
に
多
く
起
る
わ
け

…
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
塞
や
枯

朋
枝
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
あ
る
こ
と

…
・
、
そ
レ
、
、
山
菜
取
り
や
・
・
力

朋
1
達
が
増
え
る
季
節
で
あ
る
ア
一
と
な

開
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
，
事
実
、
火
災

闘　
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の
人
達
の
タ

朋

　
つ
ぎ
に
よ
り
再
度
教
育
が
実
施
き
れ

ま
す
か
ら
末
修
了
者
は
全
員
受
講
し
て

　
　
　
　
3

　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
へ

く
だ
き
し

▽
講
習
日
程
　
五
五
年
二
月
十
四
、
十

　
五
日
の
二
日
間

▽
場
所
　
西
郷
村
ニ
ユ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー

▽
時
間
　
第
一
日
目
は
、
九
時
～
一
七

　
　
　
　
時
、
第
二
日
目
は
、
九
時
～

　
　
　
　
一
五
時

▽
申
込
手
続
　
林
業
労
働
災
害
防
止
協

　
　
　
　
　
　
山
県
支
部
及
び
日
向
分

　
　
　
　
　
　
会
に
申
し
込
む

▽
受
講
料
　
一
五
「
）
⊃
円

▽
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑

い
た
ら
山
火
事
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

バ
コ
や
た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
開

の
で
、
春
特
有
の
蓉
風
…
て
…

思
い
も
か
け
な
い
大
火
に
な
る
こ
と
｝

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
吸
い
が
ら
は
、
よ
く
消
し
て
土
を
”

か
け
る
。
で
｝
、
れ
ば
小
さ
い
穴
を
握
一

・
イ
」
埋
・
る
…
－
・
れ
が
山
の
羅
…

の
基
本
マ
ナ
ー
て
」
幽
ヲ
．
　
　
　
　
　
　
闘

　
放
火
は
無
論
の
こ
と
、
た
ば
こ
や
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
き
火
の
不
始
末
の
よ
う
な
過
失
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即

森
林
を
灰
に
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
騨

も
。
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
曲

「
桜
が
咲
・
た
ら
、
山
火
事
・
注
…

意
」
ー
ー
こ
れ
は
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
開

ザ
」
い
る
林
業
関
係
者
の
ム
ロ
昌
・
口
蓼
、
す
…

閣
産
だ
よ
図

2
月
2
8
～
3
月
1
日
目
仔
牛
せ
り
市

が
開
催
き
れ
ま
す
が
飼
育
管
理
に
充

分
気
を
付
け
て
せ
り
市
に
出
し
て
下

き
い
．
、

▽
受
精
証
明
書
の
改
正
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
よ
り
受
精

　
時
の
受
精
証
明
書
と
分
娩
届
が
同
時

　
に
な
っ
た
様
式
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
の
で
受
精
時
に
詳
し
く
は
人
工
受
精

　
師
に
聞
い
て
下
き
い
（
別
記
用
紙
）

へ
注
意
事
項
V

イ
、
受
精
の
際
に
雌
畜
の
登
録
（
記
）
証

　
明
書
誌
は
写
を
必
ず
提
出
し
受
精
す

　
る
事

ロ
、
受
精
時
は
用
紙
を
汚
損
し
た
り
紛

　
失
し
な
い
よ
う
大
切
に
登
録
書
と
一

　
緒
に
保
管
す
る
こ
と
（
紛
失
し
ま
す

と
仔
牛
検
査
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）

ハ
、
仔
牛
が
産
れ
た
ら
1
0
日
以
内
に
農

　
協
へ
別
記
（
見
本
）
の
証
明
書
、
分

　
娩
届
を
提
出
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま

　
し
た
。
　
（
生
れ
た
時
の
体
重
も
届
出

　
の
時
に
申
出
て
下
さ
い
。
）

　
以
上
届
出
を
し
な
い
と
生
産
検
査
は

　
も
ち
ろ
ん
せ
り
市
に
も
出
場
で
き
な

　
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を

　
付
け
て
下
き
い
。

〔子午壌酷帳分幾属

子
牛
が
生
れ
た
ら
1
0
日
以
内
に
農
臨
に
届
け
て
下
さ
い
．
．
　
子
牛
検
査
か
て
き
な
い
事
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

粉
失
再
交
付
の
時
は
三
〇
〇
円
の
手
数
料
か
必
要
て
す
．
　
大
切
に
保
存
の
こ
と
．

太簿内．工配Aし馨㍉

汚膚・鋲臨、fな・．亭

▽
仔
牛
導
入
申
込
み
に
つ
い
て

　
二
月
せ
り
市
で
の
購
入
希
望
者
は
農

　
協
有
牛
の
ワ
ク
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　
の
で
早
目
に
農
協
宛
申
込
ん
で
刷
き

　
い
。
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町報とうこう

’
三
の
’
ヨ
酬
一
一
ニ
ニ
ー
ド
癒
．
ヨ
調
．
一
二
，
纂
築
『
r
ガ
．
，
，
一
．
．
．
．
’
『
．
一
．
．
『
．
・
『
F
．
・
一
．
一
．
．
．
．
一
・
，
　
．
．
一
一
二
：

塗
難
　
簗
　
　
　
謬
　
　
嚢
　
　
　
藝

　
　
毎
年
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
「
町
県
民
税
の
申
告
」
　
「
、
所
得
税
の
確
定

　
申
告
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
申
告
も
れ
な
ど
の
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
て

　
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
号
は
申
告
を
中
心
に
特
集
し
ま
し
た
。

※
町
、
県
民
税
の
申
告

今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同
じ

よ
う
に
町
県
民
税
の
申
告
も
、
そ
の
年

の
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
申
告
は
昭
和

五
十
五
年
「
月
一
日
現
在
、
本
町
に
住

所
を
有
す
る
人
が
前
年
中
の
所
得
に
つ

い
て
申
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

今
年
申
告
す
る
所
得
は
、
昭
和
五
十
四

年
一
月
一
日
か
ら
、
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
得
た
全
て
の
所
得
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
の
要
領
に
つ
い
て
は
例
年
の
よ
う

に
、
別
表
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区
ご

と
に
職
員
が
出
張
し
て
申
告
者
と
面
接

し
申
告
書
の
受
け
つ
け
に
当
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
申
告
の
際
に

必
要
な
こ
と
や
、
申
告
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
準
備
し
て
お

か
れ
る
と
、
申
告
も
簡
単
に
済
み
ま
す

の
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
用
意
し
て

お
い
て
下
さ
い
。
な
お
、
所
得
税
の
予

定
納
税
者
や
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の

予
定
者
等
で
税
務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ

た
方
は
、
各
地
区
で
の
受
け
つ
け
が
困

難
で
す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
時

場
所
に
お
い
で
い
た
だ
く
よ
う
申
し
添

え
ま
す
。
又
申
告
の
こ
と
に
つ
い
て
、

わ
か
り
に
く
い
こ
と
や
、
特
に
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
役
場
税
務
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

準
備
す
る
書
類
等

▽
所
得
金
の
計
算
書

　
ω
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票

　
②
営
業
所
得
者
は
仕
入
や
売
上
金
、

　
　
必
要
経
費
な
ど
の
計
算
書

　
㈲
日
稼
所
得
者
は
、
事
業
主
の
支
払

　
　
証
明
書
。

　
ω
土
地
や
山
林
な
ど
の
譲
渡
所
得
の

　
　
あ
る
人
は
売
買
契
約
書
な
ど

　
㈲
そ
の
ほ
か
所
得
金
の
計
算
の
で
き

　
　
る
資
料

▽
名
種
目
貯
金
の
計
算
書

　
ω
生
命
保
険
料
の
払
込
証
明
書
（
郵

　
　
便
局
、
農
協
、
各
保
険
会
社
な
ど

　
　
の
発
行
す
る
も
の
）

　
ω
小
規
模
企
業
共
済
払
込
証
明
書

　
㈲
医
療
費
支
払
証
明
書

　
ω
身
体
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
手
帳

　
　
を
受
け
て
い
な
い
「
ね
た
き
り
老

　
　
人
」
な
ど
は
民
生
委
員
の
証
明
書

　
㈲
扶
養
親
族
に
大
学
生
が
い
る
場
合

　
　
は
、
五
十
四
年
中
に
在
学
し
て
い

　
ハ
ー
－
こ
と
の
証
明
書
（
給
与
所
得
者

　
な
ど
源
泉
微
収
で
す
で
に
認
め
ら

　
れ
て
い
る
場
合
は
不
用
）

㈲
国
民
健
康
保
険
被
保
険
扇
面

※
所
得
税
の
善
部
申
告

昭
和
王
十
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
受
け
つ

け
が
始
ま
り
、
三
月
十
五
日
が
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
は
、
個
人
が

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
一
年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る
税
金

で
す
。

▽
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代

　
の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た

　
人
な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控

　
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
そ
の

　
他
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の
所
得

　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

　
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
な
ど

　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。
所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
告

　
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
分
か
ら
な
い

　
点
や
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務

　
署
か
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

　
い
．
、
税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中
、

　
い
つ
で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

※
青
色
申
告
の
お
勧
め

　
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。

　
と
こ
ろ
て
、
所
得
税
の
申
告
に
、
　
一

主な所得控除一覧表

　　礎控　除　　　　29万円　　　　　　　　　　　21万Fj　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　．一一．一　．一　　一　　　　．　一　．．　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

z偶者控除　　　　　29万円　　　　　　　　　　　　21万円＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－@　薔控除　1人29万円　　　　　　2明円＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

V年者控除　　　　25万円　　　　　　　　一一一．．」2万円
一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

勤労学生控除　　　　23万円　　　　　　　　　　　1g万H
　　　　　　　　　　　　一　　　　一
社会保険料控除

ｶ命保険料控除　（最高）5万円　　　　　　　．．（最高3万5千円）
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ｹ害保険料控除一（短塑最副一一ろ壬．巴．　一一．．．一…＿　　　一．．一一　　＿

@　　　　　　．（長期最高）1万5千円

（合計最高限度）1万5千円　　．…一一　一．一．一一…　＿

　　　　　　　一縺@、費控除　（最高）　200万円

青
色
申
告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
で
よ
う
か
。
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
方
が

毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に
付
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
正
確
に
所
得
や
税
額
を

申
告
す
る
と
、
所
得
の
税
額
の
計
算
な

ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
，

　
青
色
申
告
を
す
る
と
、
家
族
従
業
員

（
青
色
事
業
専
従
者
）
に
給
与
を
支
給

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
が
必
要
経

費
に
算
長
き
れ
ま
す
。
ま
た
、
青
色
申

告
控
除
と
し
て
、
十
万
円
を
所
得
か
ら

差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
．
赤
字
の

と
き
に
は
、
そ
の
赤
字
額
を
三
年
間
繰

越
す
こ
と
も
で
き
ま
す
．
。
そ
の
他
、
青

色
申
告
に
は
、
種
々
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。　
な
わ
、
青
色
申
告
は
、
税
金
の
面
だ

け
で
な
ノ
＼
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
で
経

営
の
合
理
化
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
喜

ば
れ
て
い
ま
す
．
、

　
南
九
州
四
県
で
も
青
色
申
告
を
き
れ

る
方
は
年
々
増
え
て
お
り
、
現
在
、
事

業
所
得
者
な
ど
の
約
三
分
の
二
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
，
ま
ぜ
青
色
申
告

を
な
き
っ
て
い
な
い
方
て
、
確
定
申
告

の
こ
の
時
期
に
青
色
申
告
を
始
め
ら
れ

二二とうこう（5｝

る
方
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
「
青
色

申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
に
、
お
近
く
の
税
務
署

又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

※
贈
与
税
の
申
告

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計

額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
税

務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
贈
与
税
は
人
か
ら
財
産

を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す

が
つ
い
う
っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ
、

後
で
困
る
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
と
い
う
の
も
財
産
の
贈
与

は
夫
か
ら
妻
へ
、
親
か
ら
子
へ
と
い
う

よ
う
に
、
主
に
家
族
の
間
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
結
婚
し
て
二
十
年
以
上
に
な

る
夫
婦
間
の
贈
与
に
は
、
特
例
が
あ
り

ま
す
。
居
住
用
の
土
地
、
家
屋
を
も
ら

っ
た
場
合
や
、
こ
れ
ら
を
買
う
た
め
に

現
金
を
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
一
千
万

円
の
配
偶
者
控
除
と
六
十
万
円
の
［
．
，
基

礎
控
除
」
と
を
あ
わ
せ
て
一
千
六
十
万

円
ま
で
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、

贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家
屋
の
登
記
簿

謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
た
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

税
金
の
計
算
な
ど
分
ら
な
い
点
は
、
税

｝
Z
ヨ
’
　
「
　
“
　
「
ヨ
．
乏
　
　
　
　
O
「
　
一
　
p
」
　
　
、
　
　
O

※
所
得
税
の
還
付

　
申
告
は
早
目
に

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、

勤
務
地
で
年
末
調
整
を
済
ま
せ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
確
定
申
告
を
し
な
く

て
も
よ
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
、
す
で
に
源
泉
微
収
さ
れ
た
税
金

が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ω
災
害
を
被
っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費

　
を
支
払
つ
た
り
、
住
宅
を
新
築
し
た

　
り
し
た
人

ω
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

　
受
け
て
い
な
い
人

㈲
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、
配
当
、
原

　
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
て
、
全
体

　
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
人
。

　
以
上
の
方
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
源
泉
街
収

票
な
ど
を
申
告
書
に
添
付
し
た
り
、
提

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
用
意
し
て
お

き
ま
し
よ
う
。
こ
の
税
金
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
、
確
定
申
告
の
時

期
に
な
る
と
会
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で

早
目
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
早
く
申

告
す
れ
ば
還
付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す

・
鰹
n
，

町県民税申告面接日程表昭和55年度
ら

助雪間時［
口

月名合組当該別区

鶴野内公民館

羽坂生活改善センター

9．00～16．002月19日域全区

9．00～16．0020〃〃〃

八重原公民館9．30～16。0021〃〃

〃田野9．30～160021〃〃

〃町中央9．00～16．00

坂
一
原

野

寺福日
円

9・30～16．00

内野鶴

羽

重ハ

田

22〃

25〃

〃田野
．

小

〃9．50～16．00

町中央公民館

〃庭田

9．〔0～16．00

g　oo～12・QΩ

9．30～16．00

26〃

　　　27

　　　～

　　　29

3月1日

〃　　5〃

．
｝

石原、本村　赤井笠、瀬平

上野原、仲崎、市谷原
多武ノ木、市省川崎

谷坪

国税（所得税）関係者心墨内町

寺迫集合所

仲深公民館

9．30～16．00

9．30～16．00

〃福瀬930～16．00

〃
レ
8

庭田、長崎。吉牟田

迫
　　寺迫、山之口　落鹿、中尾

寺

域全区一国

士村、下村、鳥

仲野原　〃

広瀬生活改善センター

迫野内公民館

9．30～16．00

9．30～11．00

ル
勘

仲野原、出口三一

〃洗．
児

9．30～16．00

9．30～12．00

10〃

11〃

域

越表生活改善センター

下渡川公民館

13．50～16．00

10．00～12．00

伽
枢

うとぎ、日田尾、広瀬

区　　　　　全

児洗、一松露

中水流、命署

内…
野

迫

域全区

表
　
　
川渡

越
　
　
下

※　贈与税由告付2月22日
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新
春
牧
水
カ
ル
タ
大
会

上
の
句
で
「
ハ
イ
ツ
！
」

　
新
春
恒
例
の
牧
水
カ
ル
タ
大
会
が
一

月
五
日
中
央
公
民
館
で
開
催
き
れ
ま
し

た
。　
当
日
は
各
学
校
か
ら
腕
に
自
信
の
あ

る
選
手
を
出
場
さ
せ
、
河
野
泰
匿
先
生

（
東
郷
中
）
の
読
み
上
げ
る
上
の
旬
で

「
ハ
イ
！
」
と
の
声
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

▽
小
学
校
の
部

へ
団
依
y

　
1
位
　
寺
迫
小
学
校
A
チ
ー
ム

萩黒阪黒橋

原木本木口
美
　
香

壬
二
四

佳
　
代
千
恵

亜
矢
子

2
位
　
寺
迫
小
学
校
B
チ
ー
ム

川黒黒二黒

越木木野木

富和重隆治

美博信雄美

3
位
　
坪
谷
小
学
校
A
チ
ー
ム

清稲山那大

水田本顔石

幸由麻寿美

子里文代加

同
位
　
福
瀬
小
学
校
A
チ
ー
ム

　
　
　
関
野
由
美
子

田鶴直海

村田野野

美美由美
籍　　奈
代恵美子

・
A
個
人
y

　
優
勝
　
阪
本
佳
代
（
寺
小
6
年
）

▽
中
学
校
の
部

八
団
体
V

　
－
位
　
　
東
郷
中
学
校
A
チ
．
ー
ム

　
　
　
　
黒
木
　
正
　
義

　
　
　
　
渦
　
尾
　
文
　
輝

　
　
　
　
関
　
口
　
早
　
苗

　
　
　
黒
木
清
美

　
　
　
清
　
水
　
留
　
美

2
位
　
美
々
津
中
学
校
B
チ
ー
ム

　
　
　
（
活
現
小
学
校
出
身
者
）

黒河僑黒黒

木野口木木

洋久富照美
　　美
子子代子栄

3
位
　
坪
谷
中
学
校
A
チ
ー
ム

川丹那三水

島井田浦野

明籍美浩恵
　　穂
子美子司美

へ
個
人
V

　
優
勝
　
清
水
留
美
（
東
中
一
年
）

’
ド
：
、
ζ
4
．
㌔
’
・
〆
・
漕
．
’
．
）
9
：
’
）
、
二
」
－
、
’
、
．
‘
㌔
p
噺
’
．
卿
．
．
。
’
ノ
●
幽
◎

みいW　

q
水
先
生
の
生
涯
　
㈹

“り
　
明
治
四
四
年
九
月
に
第
四
歌
集
「

砧
路
上
」
を
出
版
し
ま
し
た
。
　
「
海
底

V
に
眼
の
な
き
魚
の
縷
む
と
い
ふ
眼
の

’
無
き
魚
の
恋
し
が
り
け
り
」
と
い
う

ρ
ハ
巻
頭
の
一
首
に
代
表
き
れ
る
よ
う
な

い
静
か
な
哀
愁
に
満
ち
た
歌
集
で
あ
り

V
ま
す
。
　
「
別
離
」
以
後
四
八
三
首
が

～
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㍉

U
・
多
摩
川
の
浅
き
流
れ
に
石
な
げ
て

湿
　
遊
べ
ば
濡
る
る
わ
が
侠
か
な

学
多
摩
川
の
砂
に
た
ん
ぽ
ぽ
咲
ノ
三

州
ろ
は
わ
れ
に
も
お
も
ふ
入
の
あ
れ

（
　
か
し

、
　
な
ど
よ
く
愛
論
き
れ
る
歌
も
あ
り

、

い
ま
す
し
、
母
病
床
に
あ
る
報
せ
を
う

び
て
〃
・
ふ
る
慧
・
と
の
美
々
津
の
川
の
み
な

ゲ
　
か
み
に
ひ
と
り
し
母
の
病
み
た
ま

（
・
病
む
母
を
眼
と
ち
お
も
へ
ば
か
た

鵠
　
は
ら
の
ゆ
ふ
べ
の
膳
に
酒
の
匂
へ

～
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月

ツ
蓉
母
を
な
ぐ
き
め
か
ね
つ
・
・

押
’ち
、
・
㌧
，
曳
‘
．
2
．
‘
ノ
『
．
：
ノ
，
‘
．
，
◎
｝
、
：
．
．
、
く
．
：
．
く
！
，
．
’
・
’
」
．
．
．
．
，
、
：
，
．
、
く
．
．
・
．

揮　
　
ふ
と
そ

い　
・
桜
早
や
背
戸
の
山
辺
に
散
り
ゆ
き

配　
し
か
の
納
戸
に
や
臥
し
た
ま
ふ
ら

（　
む

V　
・
ふ
る
き
と
は
山
の
お
く
な
る
山
な

西窃　
り
き
う
ら
若
き
母
の
乳
に
す
が
り

V　
ぎ
ヒ

一．

怏
V
綿
蓑
懸

　
ナ
を
　
　
ヂ
も
　
へ
り
ニ
　
も
レ
　
ノ
　
タ
　
ノ
　
ロ
　
コ
り
ち
　
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

　
く
れ
の
庭
や
掃
く
ら
む
ふ
る
き
と
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
の
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

・
病
む
母
の
枕
に
つ
ど
い
泣
き
ぬ
れ
t

　
て
姉
も
い
か
に
か
わ
れ
を
恨
ま
む
い

　
懐
郷
の
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
〃

．
父
多
く
家
に
在
ら
ぎ
り
夕
さ
れ
ば
〃

　
は
や
く
一
月
を
閉
し
母
と
寝
に
け
る
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

・
ふ
る
さ
と
の
山
の
五
月
の
杉
の
木
（

　
に
斧
振
る
友
の
お
も
か
げ
の
見
ゆ
V

　
牧
水
研
究
家
の
大
悟
法
利
雄
先
生
八

は
そ
の
著
「
若
山
牧
水
伝
」
で
牧
水
（

は
最
も
八
）
ど
い
乱
酔
の
続
い
た
時
代
げ

は
「
明
治
四
四
年
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
〃

ら
し
い
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
　
川

　
酔
つ
ば
ら
っ
て
電
車
道
の
真
中
に
｛

忍
込
み
電
車
を
留
め
て
し
ま
っ
た
と
～

い
う
の
で
「
事
朝
臣
＝
と
い
う
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

名
を
つ
け
ら
れ
た
の
も
、
ま
た
或
る
U

夜
こ
れ
も
酔
余
り
宮
城
の
外
濠
に
飛
’

び
込
ん
で
泳
ぎ
廻
っ
て
岸
に
上
っ
た
り

と
．
ろ
を
軍
官
に
つ
か
ま
り
叱
ら
M

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
他
の
見
ず
知
ら
“
　

ず
の
酔
つ
ば
ら
い
が
通
一
3
か
か
つ
て
鳩

一，

I
レ
の
友
だ
」
と
云
っ
て
牧
水
先
M

生
を
警
察
官
か
ら
貰
ひ
き
げ
、
二
人
～

し
て
そ
の
男
の
家
に
行
っ
て
ま
た
大
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

い
に
飲
ん
で
寝
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
」

が
夜
中
に
眼
を
き
ま
し
て
急
に
恥
し
町

く
な
り
、
深
夜
そ
の
家
、
を
逃
げ
帰
っ
配

た
の
も
こ
の
時
代
で
す
．
、
　
　
　
　
（
．

儀
市

く
♂
．
・
●
9
’
．
’
9
，
魎
・
2
、
■

，’．ノ．，・．ノ馬．㍉．，、一L，・・
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「たこ」あげ
1

　1月17日、東郷幼稚園では、寒風をついて

「たこ」あげ大会を行ないました。

　園児らは、工作の時聞に作った「たこ」に

マンガやテレビに登場する人気者の絵を、お

もい、わもいに書き、町営グラウンドでいっ

せいに7たこ」をあげました，

　青空に風をいっぱいにうけて泳ぐ7ドラエ

モン」や『キャンディチャンーを見上げる親

の方が、けんめいに糸を引いていました。

◆

20（瀧雪平

ゆ

　昭和50年2月22日の朝、町内全域で5㎝か

ら10㎝の雪が積り、一面銀世界となりました

中表などでは毎年2翻くらいの積雪はみられ

ますが、そのほかではめずらしく、年長者の

話でもこんな大雪は20数年ぶりのことではな

いかという二とです。と町報に携戴きれてま

すが、今年も1月9日、越表・下渡川など15

㎝から20伽にも及ぶ積雪を見ました。

　子供達は思わぬ積雪に大ようこびではしや

ぐのとは裏腹に、柳原橋（つり橋）は雪の重

みに耐えきれず落下しました。町としては人

身事故がなかったのがせめてもの救い、近ち

か800万円を投じて柳原橋と天神橋の仮橋工

事が行われます。

　雪国の雪かきの厳しきを目のあたりに見せ

つけられたようです。

刈
多
ミ

盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を

　
東
郷
町
に
は
あ
ま
り
泥
棒
な
ど
の
事

件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
、
み
な
き
ん

の
防
犯
意
識
が
高
い
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
し
か
し
全
国
の
刑
法
犯

罪
の
中
で
泥
棒
い
わ
ゆ
る
盗
犯
と
い
う

の
が
八
五
％
を
超
え
て
い
る
の
’
．
・
す
．
、

あ
ま
り
発
生
．
し
な
い
と
い
い
な
が
ら
も

東
郷
中
学
校
、
小
学
校
が
荒
き
れ
た
り

ま
た
農
協
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
所

で
か
な
り
の
件
数
が
発
生
し
て
い
る
訳

で
す
．
．
泥
棒
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
鍵

か
け
運
動
を
推
進
す
る
と
共
に
不
信
な

者
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
一
一
二
番
し
て

旧
き
い
。

　
警
察
も
頑
張
り
ま
す
が
、
一
般
の
み

な
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か

実
効
が
あ
り
ま
せ
ん
，
み
ん
な
で
防
犯

明
る
い
社
会
。

め
い
て
い
運
転
防
止
月
間

二
月
中
は
毎
年
め
い
て
い
運
転
の
防

国
民
年
金
の
現
況
届
は

提
出
期
限
が
変
り
ま
し
た

　
毎
年
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
現
況
届
の
提
出

期
限
が
、
年
金
を
う
け
て
い
る
方
の
一
、

誕
生
月
の
末
日
」
ま
で
に
提
出
す
る
よ

止
月
間
を
設
け
県
下
一
円
で
弥
力
な
指

導
取
締
を
す
る
月
で
す
．
．

　
ご
存
じ
の
と
お
り
こ
の
月
に
飲
酒
運

転
て
検
挙
き
れ
る
と
宮
日
新
聞
に
名
前

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
新
聞
公
表
は
別
と
し
て
飲
酒
運
転
を

す
れ
ば
免
許
の
停
止
か
取
消
は
必
ず
き

ま
す
。
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
死
亡

事
故
の
第
三
位
を
し
め
て
い
る
事
実
か

ら
し
て
も
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
の

が
飲
酒
運
転
で
す
．
、
や
す
酒
の
た
っ
た

二
、
三
合
で
命
を
失
い
ま
た
奪
い
財
産

に
多
大
の
損
害
を
与
え
る
酒
よ
い
運
転

だ
け
は
運
転
者
の
自
覚
、
家
族
の
協
力

お
互
の
戒
め
に
よ
っ
て
東
郷
町
か
ら
追

放
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．

　
な
お
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ツ
．
フ
事

故
が
当
分
つ
づ
き
ま
す
、
、
寒
中
は
道
路

に
水
を
ま
か
な
い
よ
う
に
し
て
下
き
い

凍
結
時
の
急
加
速
、
急
プ
レ
！
キ
は
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
一
に

も
二
に
も
安
全
運
転
を
し
て
下
さ
い
．

鹸
、

」

う
に
変
り
．
ま
し
た
，

　
た
だ
し
、
誕
生
月
が
一
月
か
ら
三
月

の
方
に
つ
い
て
は
、
今
年
に
限
り
昭
和

55

N
2
月
1
5
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
、
来
年
か
ら
誕
生
月
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役

場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下
き
い
．
．
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〆鯖奪

嬬．ら
蝿　せ

東
郷
町
職
員
採
用
試
験

　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　”一　　　　　　　　　　’　”　　　　　　　”一　　　　　　一’”　　　　”8　　　一’”　　”嘗　”　，一8

　
町
r
．
・
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
試

験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

7
採
用
試
験
の
種
類
皮
び
人
員
等
、

　
技
術
吏
員
（
栄
養
士
）
　
　
一
名

　
そ
み
他
の
職
員
（
用
務
員
）
二
名

一
・
受
験
資
格
及
び
試
験
の
方
法

　
1
、
技
術
吏
員
（
栄
養
士
）

　
　
為
ド
栄
養
士
の
免
許
取
得
者
又
は
昭

　
　
　
稲
5
5
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込

　
　
　
、
〃
者
。

　
　
昌
年
令
、
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

　
　
　
ら
昭
和
3
5
年
4
弓
1
日
ま
く
、
に

　
　
　
生
れ
た
者
、

　
　
薗
試
験
の
方
法

　
　
　
作
文
・
面
接
・
身
体
検
査

　
2
、
そ
の
他
の
職
員
（
用
務
員
）

　
　
ゐ
学
歴
皮
び
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

　
　
口
年
令
、
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

　
　
　
ら
昭
和
弔
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
　
　
生
ま
れ
た
者
，

　
　
凶
試
験
の
方
法

　
　
　
作
文
・
面
接
。
身
体
検
査

7
試
験
の
期
日
及
岬
、
）
場
所

　
期
日
昭
和
5
5
年
3
弓
5
日
（
水
）

　
　
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
中
央
公
民
館
二
階
会
議
室

▽
申
込
み
手
続

　
希
望
者
は
受
験
申
込
書
と
自
筆
履
歴

書
（
3
ヵ
月
以
内
に
撮
っ
た
写
真
を

　
添
付
）
を
期
日
ま
唄
、
に
東
郷
町
役
場

　
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
下
ン
．
・
い
。
．

▽
受
．
付
期
間

　
　
昭
和
5
5
年
2
月
1
日
か
ら
昭
和
5
5

　
年
2
月
2
9
日
ま
で
（
当
日
消
印
の
も

　
の
ま
で
受
付
け
ま
す
）

［、

]
そ
の
他

　
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
含
せ
は

　
役
場
総
務
課
に
し
て
下
ふ
・
・
い
、
．
郵
便

　
で
の
場
台
は
、
5
⊃
円
切
手
を
貼
r
、
た

　
宛
先
明
記
、
〃
返
信
甲
封
筒
を
同
封
し

　
て
下
き
い
．
、

寺
迫
幼
稚
園
の
園
児
の
募
集

　
寺
迫
幼
稚
園
の
園
児
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
．
．

　
フ
入
園
資
格

　
　
寺
追
地
区
に
居
住
す
る
満
4
歳
と

　
　
5
歳
の
幼
児
（
昭
和
4
9
年
4
月
2

　
　
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　
　
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

　
▽
入
園
申
込

　
　
東
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た

　
　
は
寺
追
幼
稚
園

　
　
※
入
園
申
込
書
は
寺
追
幼
稚
園
に

　
　
　
準
備
し
て
あ
り
ま
す
．
、

　
▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
0
日
（
土
）

　
［
、
／
入
園
決
定

　
　
3
月
中
旬
ま
で
に
各
入
宛
通
知
し

　
　
ま
す
、

「
柱
協
だ
よ
り
」

　
　
　
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
四
任
十
二
月
十
三
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
一
月
十
日
ま
で
の
間
に
香

典
返
し
御
害
付
を
賜
わ
り
謹
ん
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
御
亘
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
東
郷
町
の
福
祈
向

上
の
た
め
に
役
朔
つ
事
業
に
使
わ
し
て

い
た
ゼ
き
ま
す
．

こ
こ
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
、
．

▽
仲
深
の
水
野
和
男
き
ん
か
ら

　
　
（
ト
ラ
き
ん
、
7
7
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
渡
辺
喜
久
雄
き
ん
か
ら

　
　
（
久
き
ん
、
8
2
歳
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
糸
平
和
太
郎
さ
ん
か
ら

　
　
（
マ
ツ
き
ん
、
8
4
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
山
口
一
男
さ
ん
か
ら

　
　
（
藤
市
き
ん
、
7
8
歳
ご
死
去
）

7
小
野
田
の
寺
原
イ
チ
さ
ん
か
ら

　
　
（
多
き
ん
、
8
1
歳
頃
死
去
）

▽
越
表
の
古
賀
貫
生
さ
ん
か
ら

　
　
（
コ
ト
さ
ん
、
9
0
歳
ご
死
去
）

▽
八
重
原
の
寺
原
昇
さ
ん
か
ら

　
　
（
ス
ミ
さ
ん
、
7
7
歳
ご
死
去
）

▽
型
深
の
中
野
講
平
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
瑠
美
さ
ん
、
0
歳
ご
死
去
）

▽
羽
坂
の
井
本
武
義
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
半
四
郎
き
ん
、
8
8
歳
ご
死
去
）

　
　
心
配
ご
と
相
談
所

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心
配
ご

と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
所
は
町
民
を
対
象
に
生
活
上

の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
も
つ
人
な

ら
誰
れ
で
も
又
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽

に
相
談
を
も
ち
こ
め
る
窓
口
で
す
．
．

相
談
所
で
は
相
談
内
容
が
外
に
も
れ
る

こ
と
な
く
一
面
に
解
決
す
る
お
手
伝
い

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
　
相
談
日
　
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
后
3
時

　
　
場
　
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
相
談
料
　
無
　
科

行
政
相
談
委
員
だ
よ
り

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
行
政
相
談
の
日

と
定
め
、
老
人
福
祉
館
に
お
い
て
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
国
、
県
、
町
等

の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
苦
情
、
要

望
等
が
あ
る
人
は
ご
遠
慮
な
く
お
申
出

下
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
の
日
で
も
自
宅
に

て
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

由
出
下
さ
い
。

　
　
東
郷
町
野
々
崎

　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

　
　
　
　
（
電
話
－
七
六
五
五
）

1人口6・657人　（17）；

｝男　3，264人　（　5’1

　　　　　　　　　　　　1
｝女　3，393人　（12
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1世帯数1，744戸（　1）
｝

1　　55年1月1日現在

！　　（　　）は対前月比

．く弥．語べ、．一箔．一亦～．曳・一一．あ’

一
難
懸
灘
艦

出
生
お
め
で
と
う

味
ち
ゃ
虜
名

齊
野
平

　
　
　
　
1

交
の
名
住
所

　
　
　
一

植新橋黒寺上齊
　　　　　　野
野名口木田木平

由し孝　美久良
　お
陰り次隆穂美史
一政昭二．．　一一…隆

　　　稔薬勝
秀夫男．．一　一一史

小福小寺羽追寺
野　野　　野
田瀬田迫坂内迫

結
婚
お
め
で
と
う

疋寺石岩尾寺木直岡吉
氏

田田崎田形田村野田田

京誠君政八三あ雄幸教

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

．成佐塩那小黒一斗．橋黒河高甲

合藤月須林木中・木野山斐氏

　　　　　代　つ　　　　名

子二代詞美郎み二子重

日鶴日福西羽福福福福．住

礪器響坂漁灘所

名フ
ネ
ノ

良
　
吉

安
太
郎

キ
　
　
ン

シ
　
モ

元
　
義
．

モ
　
　
ン

ム
・
朝
吉

サ
　
　
ト

ム
　
　
メ

徳
太
郎

為
　
市

一
年
齢
］
在
所

958285857978797683ε97859

羽追鶴小福寺福寺寺越小坪
　野野野　　　　　　野
坂内内田瀬迫藪迫追表田谷
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